
(57)【要約】

　本発明は、車両の側面衝突時に乗員を保護する少なく

とも一つのサイドエアバッグ（１０）を有する車両用乗

員保護装置に関する。保護すべき乗員を最大限に保護す

るべく、本発明に係るサイドエアバッグは、ガスが外部

に流出可能な流出開口部（５０）ないしエアバッグ内の

越流開口部（１３０）を有する。保護装置の起動後、流

出開口部ないし越流開口部は、乗員のサイズに応じて閉

鎖され、ガスの通過流に対して絞り込まれるか、あるい

は開口状態とされた状態で、サイドエアバッグが膨張し

て前記乗員（３０）に隣接した外側に位置する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 両 の 側 面 衝 突 時 に 乗 員 （ ３ ０ ） を 保 護 す る 少 な く と も 一 つ の サ イ ド エ ア バ ッ グ （ １ ０
） を 有 す る 車 両 用 乗 員 保 護 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 サ イ ド エ ア バ ッ グ （ １ ０ ） は 、 ガ ス が 前 記 サ イ ド エ ア バ ッ グ （ １ ０ ） か ら 外 部 に 流
出 可 能 な 流 出 開 口 部 （ ５ ０ ） 、 及 び ／ 又 は 、 前 記 エ ア バ ッ グ 内 に 配 置 さ れ た 越 流 開 口 部 （
１ ３ ０ ） を 有 し 、
　 前 記 保 護 装 置 の 起 動 後 、 前 記 流 出 開 口 部 （ ５ ０ ） 及 び ／ 又 は 越 流 開 口 部 （ １ ３ ０ ） が 、
当 該 乗 員 の サ イ ズ に 応 じ て 、 閉 鎖 さ れ る か 、 ガ ス の 通 過 流 に 対 し て 絞 り 込 ま れ る か 、 あ る
い は 開 口 し た ま ま の 状 態 と な る よ う に 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ （ １ ０ ） が 膨 張 し て 前 記 乗 員 （
３ ０ ） に 隣 接 し た 外 側 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 乗 員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 サ イ ド エ ア バ ッ グ （ １ ０ ） が 、 前 記 車 両 の 内 蔵 物 、 前 記 車 両 に 外 付 け さ れ た 物 、 特
に 当 該 事 故 に 巻 き 込 ま れ た 別 の 車 両 の 部 位 、 あ る い は 当 該 事 故 に 巻 き 込 ま れ た 別 の 車 両 の
乗 員 か ら 保 護 で き る よ う に 、 乗 員 （ ３ ０ ） と 車 両 の 進 入 側 壁 部 （ ４ ０ ） と の 間 に 位 置 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 乗 員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 サ イ ド エ ア バ ッ グ （ １ ０ ） が 、 前 記 進 入 側 壁 部 （ ４ ０ ） 及 び ／ 又 は 進 入 側 壁 部 （ ４
０ ） に 連 接 し た 車 体 部 位 か ら 乗 員 を 直 接 保 護 で き る よ う に 、 乗 員 （ ３ ０ ） と 自 動 車 の 進 入
側 壁 部 （ ４ ０ ） と の 間 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ た 乗 員 保 護
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ボ デ ィ サ イ ズ （ ｈ ” ） が 所 定 の 最 小 サ イ ズ （ ｈ ｇ ） を 超 え る 乗 員 （ ３ ０ ） の 場 合 に は 、
前 記 流 出 開 口 部 （ ５ ０ ） 又 は 越 流 開 口 部 （ １ ３ ０ ） が 事 故 時 に 絞 り 込 ま れ る か 、 あ る い は
閉 鎖 さ れ 、
　 ボ デ ィ サ イ ズ （ ｈ ’ ） が 前 記 所 定 の 最 小 サ イ ズ （ ｈ ｇ ） に 満 た な い 乗 員 の 場 合 に は 、 前
記 流 出 開 口 部 （ ５ ０ ） 又 は 越 流 開 口 部 （ １ ３ ０ ） が 事 故 時 に 開 口 し た ま ま の 状 態 と な る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 乗 員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 乗 員 （ ３ ０ ） が 前 記 所 定 の 最 小 サ イ ズ （ ｈ ｇ ） よ り も 大 き い か 小 さ い か が 、 乗 員 の 肩 の
高 さ （ ｈ ’ ， ｈ ” ） を 基 準 に 決 め ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記
載 の 乗 員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 流 出 開 口 部 （ ５ ０ ） 又 は 越 流 開 口 部 （ １ ３ ０ ） の 閉 鎖 あ る い は 絞 込 み が 、 前 記 乗 員
（ ３ ０ ） の 肩 部 （ ５ ５ ） 又 は 上 腕 部 に よ っ て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の
乗 員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 流 出 開 口 部 （ ５ ０ ） 又 は 越 流 開 口 部 （ １ ３ ０ ） が 、 前 記 乗 員 の 肩 部 （ ５ ５ ） 又 は 上
腕 部 と 進 入 側 壁 部 （ ４ ０ ） と で 潰 さ れ る こ と に よ っ て 閉 鎖 あ る い は 絞 込 み さ れ る よ う に 設
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 乗 員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 乗 員 の サ イ ズ に 応 じ て 反 発 力 な い し 拘 束 力 が 多 段 に 変 化 す る よ う に 、 複 数 の 流 出 開
口 部 （ ５ ０ ） が サ イ ド エ ア バ ッ ク （ １ ０ ） 内 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
か ら ７ の い ず れ か に 記 載 の 乗 員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 流 出 路 （ ８ ０ ） が 、 少 な く と も 一 つ の 流 出 開 口 部 （ ５ ０ ） に 接 続 さ れ 、 前 記 流 出 開 口 部
（ ５ ０ ） か ら 流 出 す る ガ ス を 乗 員 （ ３ ０ ） か ら 偏 向 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら
８ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 流 出 路 （ ８ ０ ） が 、 前 記 乗 員 （ ３ ０ ） と 前 記 流 出 開 口 部 （ ５ ０ ） と の 間 に 被 覆 部 材
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（ ６ ０ ） を 設 け る こ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 さ れ た 乗
員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 流 出 路 が 、 前 記 サ イ ド エ ア バ ッ ク の 少 な く と も 二 つ の 流 出 開 口 部 、 好 ま し く は 全 て
の 流 出 開 口 部 に 割 り 当 て ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の 乗 員 保 護
装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 サ イ ド エ ア バ ッ ク （ １ ０ ） の 全 て の 流 出 開 口 部 （ ５ ０ ） そ れ ぞ れ に 、 各 流 出 開 口 部
か ら 流 出 す る ガ ス を 乗 員 （ ３ ０ ’ ） か ら 偏 向 す る 流 出 路 （ ８ ０ ） が 個 々 に 割 り 当 て ら れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の 乗 員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 サ イ ド エ ア バ ッ ク （ １ ０ ） が 、 胸 部 チ ャ ン バ （ ５ ０ ） を 有 し 、 前 記 流 出 開 口 部 （ ５
０ ） が 当 該 胸 部 チ ャ ン バ （ ５ ０ ） の 上 部 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら
１ ２ の い ず れ か に 記 載 の 乗 員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 サ イ ド エ ア バ ッ ク （ １ ０ ） が 、 頭 部 チ ャ ン バ （ １ ０ ０ ） と 胸 部 チ ャ ン バ （ １ １ ０ ）
を 有 し 、 前 記 越 流 開 口 部 （ １ ３ ０ ） が 前 記 頭 部 チ ャ ン バ （ １ ０ ０ ） と 前 記 胸 部 チ ャ ン バ （
１ １ ０ ） と の 間 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ２ の い ず れ か に 記 載 の
乗 員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 側 壁 部 （ ４ ０ ） が 前 記 サ イ ド エ ア バ ッ ク （ １ ０ ） の 前 記 胸 部 チ ャ ン バ （ １ １ ０ ） に
侵 入 し た 際 、 前 記 越 流 開 口 部 （ １ ３ ０ ） が 開 い て い る 場 合 に は 、 ガ ス が 前 記 胸 部 チ ャ ン バ
（ １ １ ０ ） か ら 前 記 頭 部 チ ャ ン バ （ １ ０ ０ ） へ 流 通 す る よ う に 前 記 サ イ ド エ ア バ ッ ク （ １
０ ） が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 乗 員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 サ イ ド エ ア バ ッ ク （ １ ０ ） が 、 前 記 頭 部 チ ャ ン バ （ １ ０ ０ ） 及 び 前 記 胸 部 チ ャ ン バ
（ １ １ ０ ） の ほ か に 、 少 な く と も 更 に も う 一 つ チ ャ ン バ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ４ ま た は １ ５ に 記 載 の 乗 員 保 護 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 サ イ ド エ ア バ ッ ク （ １ ０ ） が 、 車 両 の ド ア 部 あ る い は 車 両 シ ー ト 部 に 配 置 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ６ の い ず れ か に 記 載 の 乗 員 保 護 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 前 文 に 記 載 さ れ た 特 徴 を 有 す る 、 特 に 自 動 車 用 の 乗 員 サ イ ド 保 護
装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の タ イ プ の 乗 員 サ イ ド 保 護 装 置 は 、 例 え ば 米 国 特 許 ６ ， ６ ９ ５ ， ３ ４ ０ Ｂ ２ 号 に よ り
公 知 で あ る 。 こ の 公 知 の 乗 員 サ イ ド 保 護 装 置 は 、 乗 員 保 護 の た め 、 事 故 の 際 に 乗 員 サ イ ド
保 護 装 置 の サ イ ド エ ア バ ッ グ を 膨 張 さ せ る ガ ス 発 生 装 置 を 有 す る 。 サ イ ド エ ア バ ッ グ は 、
展 開 状 態 で 車 両 の 側 壁 部 を カ バ ー し て 、 車 両 乗 員 、 特 に 車 両 乗 員 の 頭 部 が 側 壁 部 に 衝 突 し
な い よ う に す る 。 エ ア バ ッ グ は 、 側 壁 部 を カ バ ー す る 主 チ ャ ン バ 又 は 動 作 チ ャ ン バ の 他 に
、 主 チ ャ ン バ が 曲 が っ て 側 壁 部 か ら 離 れ な い よ う に す る た め の 指 状 の 突 起 を 有 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 ６ ， ６ ９ ５ ， ３ ４ ０ Ｂ ２ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 保 護 対 象 の 乗 員 に 対 し 特 に 高 い 安 全 性 を も た ら す サ イ ド 保 護 装 置 を 提 供 す る
こ と を 課 題 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 課 題 は 、 冒 頭 に 記 載 し た タ イ プ の サ イ ド 保 護 装 置 を 端 緒 と し て 、 本 発 明 に 係 る 請 求
項 １ に 記 載 さ れ た 特 徴 に よ っ て 解 決 さ れ る 。 本 発 明 の 有 利 な 展 開 例 は 、 従 属 項 に 記 載 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ に は 、 ガ ス が サ イ ド エ ア バ ッ グ か ら 外 部 に 流 出 す る
こ と の で き る 流 出 開 口 部 、 及 び ／ 又 は 、 エ ア バ ッ グ 内 に 配 置 さ れ た 越 流 開 口 部 を 有 す る 。
本 発 明 に よ れ ば 、 乗 員 サ イ ド 保 護 装 置 の 起 動 後 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ は 、 膨 張 し て 乗 員 に 隣
接 し た 外 側 に 位 置 し 、 流 出 開 口 部 及 び ／ 又 は 越 流 開 口 部 が 、 乗 員 の ボ デ ィ サ イ ズ 、 す な わ
ち 、 乗 員 の 大 き さ あ る い は 乗 員 の 所 定 の 人 体 部 の 大 き さ に 応 じ て 、 閉 鎖 さ れ る か 、 ガ ス の
通 過 流 に 対 し て 絞 り 込 ま れ る か 、 ま た は 、 開 口 し た ま ま の 状 態 と な る よ う に 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 乗 員 サ イ ド 保 護 装 置 の 重 要 な 利 点 は 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ の 膨 張 動 作 が 乗 員
個 々 に 設 定 さ れ る と い う こ と で あ る 。 こ の 結 果 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ の 最 適 な 位 置 取 り が で
き 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ の 最 高 の 保 護 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 サ イ ド エ ア バ ッ グ は 、 乗 員 と 車 両 の 進 入 側 壁 部 と の 間 に 配 置 さ れ 、 進 入 側 壁 部 及 び ／ 又
は 進 入 側 壁 部 に 連 接 し た 車 体 部 位 か ら 乗 員 を 直 接 保 護 で き る よ う に な さ れ て い る こ と が 望
ま し い 。 更 に 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ は 、 他 の 危 険 、 例 え ば 、 車 両 に 内 蔵 さ れ た 他 の 物 、 車 両
に 外 付 け さ れ た 物 、 特 に 事 故 に 巻 き 込 ま れ た 別 の 車 両 の 部 分 、 ま た 、 当 該 車 両 の 他 の 乗 員
や 事 故 に 巻 き 込 ま れ た 別 の 車 両 の 乗 員 な ど か ら 保 護 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 所 定 の 最 低 サ イ ズ を 上 回 る ボ デ ィ サ イ ズ の 乗 員 の 場 合 は 、 事 故 の 際 に 、 流 出 開 口 部 あ る
い は 越 流 開 口 部 が 、 完 全 に あ る い は 部 分 的 に 閉 鎖 あ る い は 絞 込 み さ れ る こ と が 望 ま し く 、
所 定 の 最 低 サ イ ズ に 満 た な い ボ デ ィ サ イ ズ の 乗 員 の 場 合 は 、 事 故 の 際 に 、 流 出 開 口 部 あ る
い は 越 流 開 口 部 が 、 開 口 し た ま ま の 状 態 に な る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 乗 員 が 所 定 の 最 低 サ イ ズ よ り 大 き い か 小 さ い か は 、 乗 員 の 肩 の 高 さ を 基 準 に 決
め ら れ る 。 流 出 開 口 部 又 は 越 流 開 口 部 の 閉 鎖 あ る い は 絞 込 み は 、 乗 員 の 肩 部 あ る い は 上 腕
部 に よ っ て 行 わ れ る こ と が 望 ま し い 。 流 出 開 口 部 又 は 越 流 開 口 部 は 、 乗 員 の 肩 部 あ る い は
上 腕 部 と 進 入 側 壁 部 と で 挟 み 潰 さ れ 、 あ る い は カ バ ー さ れ る こ と に よ っ て 閉 鎖 あ る い は 絞
込 み さ れ る よ う に 配 置 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 乗 員 の サ イ ズ に 応 じ て サ イ ド エ ア バ ッ グ の ガ ス 圧 を 多 段 階 式 に 設 定 す る た め に 、 サ イ ド
エ ア バ ッ グ 内 に 複 数 の 流 出 開 口 部 を 設 け る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 流 出 路 は 、 流 出 開 口 部 に 接 続 さ れ 、 流 出 開 口 部 か ら 流 出 す る ガ ス を 乗 員 か ら そ ら せ る こ
と が 望 ま し い 。 エ ア バ ッ グ か ら 流 出 す る 高 温 ガ ス に よ る 怪 我 を 当 該 流 出 路 に よ っ て 防 止 す
る こ と が 可 能 で あ る 。 流 出 路 は 、 例 え ば 乗 員 と 流 出 開 口 部 と の 間 に 被 覆 部 材 を 設 け る こ と
に よ っ て 形 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 流 出 す る ガ ス の 全 て を 安 全 に 導 出 す る た め に 、 流 出 路 が サ イ ド エ ア バ ッ グ の 全 て の 流 出
開 口 部 に 割 り 当 て ら れ て い る こ と が 望 ま し い 。 あ る い は 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ の 全 て の 流 出
開 口 部 そ れ ぞ れ に 、 各 当 該 流 出 開 口 部 か ら 流 出 す る ガ ス を 乗 員 か ら そ ら せ る 流 出 路 を 個 々
に 割 り 当 て る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 保 護 対 象 の 乗 員 の 上 体 を 保 護 す る た め に 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ は 胸 部 チ ャ ン バ を 有 し て い
る こ と が 望 ま し く 、 上 述 の 流 出 開 口 部 は 、 例 え ば 胸 部 チ ャ ン バ の 上 部 に 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 特 に 広 範 囲 に わ た る 乗 員 保 護 の た め に は 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ は 、 頭 部 チ ャ ン バ と 胸 部 チ
ャ ン バ を 有 し て い る こ と が 望 ま し く 、 上 述 の 流 出 開 口 部 は 、 例 え ば 頭 部 チ ャ ン バ と 胸 部 チ
ャ ン バ と の 間 に 設 け ら れ て い る 。 サ イ ド エ ア バ ッ グ は 、 側 壁 部 が サ イ ド エ ア バ ッ グ の 胸 部
チ ャ ン バ に 貫 入 し た 場 合 、 越 流 開 口 部 が 開 い て い る 限 り 、 ガ ス が 胸 部 チ ャ ン バ か ら 頭 部 チ
ャ ン バ へ 流 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 乗 員 の 保 護 機 能 を 更 に 向 上 さ せ る た め に 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ が 、 頭 部 チ ャ ン バ 及 び 胸 部
チ ャ ン バ の ほ か に 、 更 に も う 一 つ ま た は そ れ 以 上 の チ ャ ン バ を 有 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 サ イ ド エ ア バ ッ グ は 、 例 え ば 車 両 の ド ア 部 あ る い は 車 両 シ ー ト 部 に 配 置 す る こ と も 可 能
で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ で は 、 事 故 に よ っ て 既 に 膨 張 し た 乗 員 保 護 装 置 ２ ０ （ 詳 細 は 、 別 途 図 示 さ れ て い な
い ） の サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ が 示 さ れ て い る 。 乗 員 保 護 装 置 ２ ０ は 、 事 故 の 際 に 、 サ イ ド
エ ア バ ッ グ １ ０ を 膨 張 さ せ る た め の ガ ス 発 生 装 置 （ 図 １ で は 図 示 さ れ て い な い ） を 点 火 さ
せ る 制 御 装 置 （ 同 様 に 図 示 さ れ て い な い ） を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 一 例 と し て 、 乗 員 ３ ０ と 車 体 壁 部 ４ ０ （ 例 え ば 、 側 壁 部 あ る
い は 車 両 ド ア ） と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 あ る い は 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 別 の 場 所
に 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 、 二 つ の 異 な っ た ボ デ ィ サ イ ズ （ 大 き さ ） の 乗 員 ３ ０ を そ れ ぞ れ 図 示 し て い る 。
「 小 さ い 」 乗 員 は 実 線 で 示 さ れ 、 参 照 番 号 ３ ０ ’ が 付 け ら れ て い る 。 「 大 き い 」 乗 員 は 参
照 番 号 ３ ０ ” が 付 さ れ 、 破 線 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 「 大 き い 」 乗 員 ３ ０ ” は 、 所 定 の 最 小 サ イ ズ を 上 回 る ボ デ ィ サ イ ズ す な わ ち 乗 員 サ イ ズ
を 有 す る 。 実 線 で 図 示 さ れ た 「 小 さ い 」 乗 員 ３ ０ ’ は 、 所 定 の 最 小 サ イ ズ よ り も 小 さ い ボ
デ ィ サ イ ズ す な わ ち 乗 員 サ イ ズ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 ガ ス 発 生 装 置 に よ っ て サ イ ド エ
ア バ ッ グ １ ０ 内 に 吹 き 込 ま れ た ガ ス が サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ か ら 流 出 す る こ と の で き る 流
出 開 口 部 ５ ０ を 有 し て い る 。 図 １ に 示 し た 状 態 で は 、 乗 員 ３ ０ が ま だ 十 分 車 体 壁 部 ４ ０ か
ら 離 れ て い る た め 、 流 出 開 口 部 ５ ０ は 乗 員 ３ ０ に よ っ て 未 だ カ バ ー さ れ て い な い 。 そ の た
め 、 ガ ス は 流 出 開 口 部 ５ ０ を 通 っ て サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ か ら 流 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 事 故 の そ の 後 の 経 過 を 示 し て お り 、 乗 員 ３ ０ と 車 体 壁 部 ４ ０ と が 互 い に 接 近 し
て い る 。 サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 乗 員 ３ ０ と 車 体 壁 部 ４ ０ と に 挟 み 込 ま れ た 状 態 に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 「 小 さ い 」 乗 員 ３ ０ ’ あ る い は 「 大 き い 」 乗 員 ３ ０ ” の ど ち ら が 関 与 し て い る の
か が 区 別 さ れ る 。 す な わ ち 図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 「 大 き い 」 乗 員 ３ ０ ” は 、 サ イ ド
エ ア バ ッ グ １ ０ の 流 出 開 口 部 ５ ０ を 肩 ５ ５ で 完 全 に カ バ ー す る た め 、 ガ ス は 、 も は や 流 出
開 口 部 ５ ０ を 通 っ て サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ か ら 流 出 す る こ と が で き な い 。 従 っ て 、 サ イ ド
エ ア バ ッ グ １ ０ が ほ ぼ そ の 内 圧 を 維 持 す る た め 、 比 較 的 大 き な 反 発 力 （ 押 し 離 し 力 ） あ る
い は 緩 衝 力 （ 拘 束 力 ） が 「 大 き い 」 乗 員 ３ ０ ” に 加 わ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 「 大 き い 」 乗 員 ３ ０ ” の 肩 ５ ５ の 高 さ ｈ ” が 、 流 出 開 口 部 ５ ０ の 配 置 に よ っ て 予 め 設 定
さ れ た 限 界 高 さ ｈ ｇ よ り も 高 い た め に 、 「 大 き い 」 乗 員 ３ ０ ” に よ っ て 流 出 開 口 部 ５ ０ が
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完 全 に カ バ ー さ れ る 。 従 っ て 、 「 大 き い 」 乗 員 ３ ０ ” の 場 合 、 ｈ ” ＞ ｈ ｇ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ と は 反 対 に 、 「 小 さ い 」 乗 員 ３ ０ ’ は 、 肩 ５ ５ が 流 出 開 口 部 ５ ０ に 届 か な い の で 、
サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ の 流 出 開 口 部 ５ ０ を カ バ ー し な い 。 こ の た め 、 図 ２ に 示 さ れ た 事 故
時 で さ え も 、 流 出 開 口 部 ５ ０ は 開 口 し た ま ま と な る 。 従 っ て 、 ガ ス は 流 出 開 口 部 ５ ０ を 通
っ て サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ か ら 流 出 し 続 け る こ と が で き る の で 、 「 大 き い 」 乗 員 ３ ０ ” に
比 べ て 、 低 減 し た 反 発 力 （ 押 し 離 し 力 ） あ る い は 緩 衝 力 （ 拘 束 力 ） し か 乗 員 ３ ０ ’ に 作 用
し な い 。 従 っ て 、 「 小 さ い 」 乗 員 ３ ０ ’ の 肩 の 高 さ ｈ ’ に 関 し て は 、 ｈ ’ ＜ ｈ ｇ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 要 す る に 、 図 １ 及 び 図 ２ に 係 る 乗 員 保 護 装 置 の 場 合 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ が 、 乗 員 の
サ イ ズ に 応 じ た 反 発 力 あ る い は 緩 衝 力 （ 拘 束 力 ） を 加 え る こ と が で き る こ と は 明 ら か で あ
る 。 す な わ ち 、 「 小 さ い 」 乗 員 ３ ０ ’ よ り も 「 大 き い 」 乗 員 ３ ０ ” に よ り 大 き な 反 発 力 あ
る い は 緩 衝 力 （ 拘 束 力 ） が 加 わ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 最 初 に 述 べ た 「 所 定 の 最 小 サ イ ズ 」 は 、 流 出 開 口 部 ５ ０ の 配 置 に よ っ て 定 め ら れ る 。 例
え ば 、 流 出 開 口 部 が 車 両 の Ｚ 方 向 （ 高 さ 方 向 ） に お い て 高 い 位 置 に 配 置 さ れ て い る ほ ど 、
流 出 開 口 部 ５ ０ を 閉 鎖 し て サ イ ド エ ア バ ッ グ の 内 圧 を 増 加 さ せ る た め に 上 回 ら な け れ ば な
ら な い 乗 員 の 最 小 サ イ ズ 、 例 え ば 乗 員 の 肩 の 高 さ も 、 こ れ に 応 じ て 高 く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 係 る サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ の 側 面 図 で あ る 。 ガ ス が サ イ ド エ ア
バ ッ グ １ ０ か ら 流 出 す る こ と の で き る 流 出 開 口 部 ５ ０ が 示 さ れ て い る 。 更 に 、 「 大 き い 」
乗 員 ３ ０ ” の 肩 部 ５ ５ が 破 線 で 図 示 さ れ 、 「 小 さ い 」 乗 員 ３ ０ ’ の 肩 部 ５ ５ が 実 線 で 図 示
さ れ て い る 。 流 出 開 口 部 ５ ０ は 、 「 大 き い 」 乗 員 ３ ０ ” の 肩 部 ５ ５ で カ バ ー さ れ て い る が
、 「 小 さ い 」 乗 員 ３ ０ ’ の 場 合 は 、 開 放 さ れ た ま ま の 状 態 と な っ て い る こ と が 分 か る 。 こ
れ は 、 乗 員 ３ ０ ’ の 肩 の 高 さ ｈ ’ が 流 出 開 口 部 ５ ０ を 閉 じ る の に 十 分 な 高 さ で は な い か ら
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 図 ３ で は 、 流 出 開 口 部 ５ ０ が 、 乗 員 ３ ０ ’ ま た は ３ ０ ” の 真 向 か い に 位 置 し て い
る こ と が わ か る 。 こ の た め 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ か ら 流 出 す る ガ ス は 、 乗 員 ３ ０ ’ ま た
は ３ ０ ” に 直 接 向 け ら れ る 。 高 温 ガ ス を 発 生 さ せ て サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ を 膨 張 さ せ る 「
高 温 ガ ス 」 発 生 装 置 の 場 合 に は 、 高 温 ガ ス が 乗 員 ３ ０ ’ ま た は ３ ０ ” の 方 向 に 直 接 導 出 さ
れ る た め 、 負 傷 す る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ う し た 負 傷 を 避 け る た め 、 図 ４ か ら 図 ７ に 示 す 乗 員 保 護 装 置 の 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、
サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 流 出 開 口 部 ５ ０ を カ バ ー す る と と も に 、 流 出 開 口 部 ５ ０ か ら 流
出 す る ガ ス 流 が サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ に 対 し て 接 線 方 向 に 流 れ 出 て 乗 員 に 直 接 当 た ら な い
よ う に ガ ス 流 を 偏 向 す る 被 覆 部 材 ６ ０ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 流 出 開 口 部 ５ ０ か ら 流 出 す る ガ ス 流 の 導 出 の 様 子 が 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 参 照 番 号 ７ ０
が 付 さ れ た ３ 本 の 矢 印 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ は 、 図 ６ に 詳 細 に 示 さ れ た サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ の 構 成 の 詳 細 部 Ｅ を 拡 大 し て 示 し
て い る 。 サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ の 表 面 に 対 し て 接 線 方 向 に 流 出 路 ８ ０ を 形 成 す る 被 覆 部 材
６ ０ が 、 図 ７ に も 詳 細 に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ 及 び ５ は 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ と 乗 員 ３ ０ と の 相 互 作 用 を 示 し て い る 。 大 き い 乗
員 ３ ０ ” が 、 肩 ５ ５ で 被 覆 部 材 ６ ０ を 流 出 開 口 部 ５ ０ に 押 し 付 け る た め 、 流 出 開 口 部 ５ ０
が 閉 鎖 さ れ 、 更 な る ガ ス の 流 出 が 妨 げ ら れ る 。 従 っ て 、 大 き い 乗 員 に 関 し て は 反 発 力 （ 押
し 離 し 力 ） あ る い は 緩 衝 力 （ 拘 束 力 ） が 「 増 大 」 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 小 さ い 乗 員 ３ ０ ’ の 場 合 は 、 被 覆 部 材 ６ ０ が 作 動 し な い ま ま で あ り 、 ガ ス が 流 出 開 口 部
５ ０ か ら 流 出 し 続 け 、 低 減 し た 反 発 力 （ 押 し 離 し 力 ） あ る い は 緩 衝 力 （ 拘 束 力 ） し か 発 生
し な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ ～ 図 ７ に 係 る ２ つ の 乗 員 保 護 装 置 に つ い て は 、 流 出 開 口 部 ５ ０ の カ バ ー リ ン グ は 、
一 例 と し て 、 乗 員 ３ ０ の 肩 部 ５ ５ を 基 準 に し て 、 「 大 き い 」 乗 員 と 「 小 さ い 」 乗 員 と を そ
れ ぞ れ の 肩 の 高 さ ｈ ’ ， ｈ ” に よ っ て 区 別 し て 説 明 し た 。 も ち ろ ん 、 乗 員 が 「 大 き い 」 か
「 小 さ い 」 か を 区 別 す る の に 、 他 の 体 の 部 位 、 体 型 、 寸 法 を 用 い る こ と も で き る 。 例 え ば
、 体 の 幅 あ る い は 胴 体 の 幅 を 目 安 と し て 用 い 、 「 幅 広 の 」 乗 員 は 「 大 き い 」 と 、 「 細 身 の
」 乗 員 は 「 小 さ い 」 と 見 な し て 扱 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ８ ～ 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 図 ８ に は 、 二 つ の チ ャ ン バ １
０ ０ ， １ １ ０ を 有 す る サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ が 示 さ れ て い る 。 上 部 チ ャ ン バ １ ０ ０ は 、 事
故 時 に 乗 員 の 頭 部 を 保 護 す る 頭 部 チ ャ ン バ で あ る 。 下 部 チ ャ ン バ １ １ ０ は 、 乗 員 の 上 体 部
及 び 下 体 部 に 関 し て 保 護 効 果 を 奏 す る 胸 部 チ ャ ン バ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 二 つ の チ ャ ン バ １ ０ ０ ， １ １ ０ 間 を ガ ス が 流 れ る よ う に 構 成 さ れ た 越 流 開 口 部
１ ３ ０ が 示 さ れ て い る 。 越 流 開 口 部 の 断 面 積 ま た は 直 径 は 、 参 照 番 号 １ ４ ０ が 付 さ れ た タ
ッ ク の 大 き さ 及 び 位 置 に よ っ て 決 ま る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 事 故 時 に 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 ガ ス 発 生 装 置 １ ５ ０ に よ っ て 膨 張 す る 。 そ の 過 程
で 、 ガ ス 発 生 装 置 １ ５ ０ は 、 頭 部 チ ャ ン バ １ ０ ０ 及 び 胸 部 チ ャ ン バ １ １ ０ の 両 方 に ガ ス を
充 填 す る 。 こ の 状 態 が 図 ８ に 矢 印 １ ６ ０ で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ９ ～ 図 １ １ は 、 事 故 の 経 過 に 伴 う サ イ ド エ ア バ ッ グ １ ０ の 動 作 を 示 し て い る 。 図 ９ で
は 、 側 面 衝 突 事 故 の 際 に 乗 員 ３ ０ の 方 向 に 押 さ れ る 側 壁 部 ４ ０ が 示 さ れ て い る 。 サ イ ド エ
ア バ ッ グ １ ０ は 、 図 ９ に 示 さ れ た 時 点 で 既 に 膨 張 し て お り 、 膨 張 し た 頭 部 チ ャ ン バ １ ０ ０
及 び 胸 部 チ ャ ン バ １ １ ０ が 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ０ は 、 そ の 後 の 事 故 の 状 況 を 示 し て い る 。 図 か ら 分 か る よ う に 、 側 壁 部 ４ ０ が 乗 員
３ ０ に よ り 接 近 し て い る た め 、 胸 部 チ ャ ン バ １ １ ０ が 圧 縮 さ れ て い る 。 こ の 圧 縮 に よ っ て
胸 部 チ ャ ン バ 内 の ガ ス 圧 が 高 く な り 、 ガ ス が 胸 部 チ ャ ン バ １ １ ０ か ら 頭 部 チ ャ ン バ １ ０ ０
内 へ 流 入 す る 。 ガ ス 流 は 矢 印 １ ７ ０ で 示 さ れ て い る 。 こ の 結 果 、 頭 部 チ ャ ン バ １ ０ ０ の 容
積 が 増 大 し 、 乗 員 の 頭 部 に 対 す る 保 護 効 果 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 事 故 が 更 に 進 行 し 、 側 壁 部 ４ ０ は 、 乗 員 ３ ０ に 接 近 し 続 け る 。 こ れ が 、 図 １ １ に 示 さ れ
て い る 。 進 入 し た 側 壁 部 ４ ０ と 乗 員 ３ ０ の 肩 部 ５ ５ に よ っ て 、 越 流 開 口 部 １ ３ ０ が 圧 縮 さ
れ て い る の で 、 頭 部 チ ャ ン バ １ ０ ０ 方 向 へ の ガ ス 通 過 流 が 絞 ら れ て い る 。 場 合 に よ っ て は
、 肩 部 ５ ５ と 側 壁 部 ４ ０ と の 間 の 距 離 が 近 く な り す ぎ る と 、 越 流 開 口 部 １ ３ ０ が 完 全 に 覆
わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 乗 員 ３ ０ の 肩 の 高 さ ｈ が 十 分 高 い 場 合 に の み 越 流 開 口 部
１ ３ ０ が 挟 み 潰 さ れ る 。 肩 部 ５ ５ が 越 流 開 口 部 １ ３ ０ よ り 下 に 位 置 す る 場 合 は 、 越 流 開 口
部 １ ３ ０ に よ る ガ ス 通 過 流 の 絞 込 み 又 は 遮 断 は 起 こ ら な い 。 こ れ は 、 図 １ １ に 小 さ い 乗 員
の 肩 の 高 さ ｈ を 示 す 破 線 で 示 さ れ て い る 。 従 っ て 、 図 ８ ～ 図 １ １ に 係 る 乗 員 サ イ ド 保 護 装
置 は 、 ボ デ ィ サ イ ズ に 応 じ て 越 流 開 口 部 １ ３ ０ が 絞 り 込 ま れ 、 あ る い は 閉 鎖 さ れ 、 あ る い
は 開 口 し た 状 態 と な っ て 作 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 乗 員 の ボ デ ィ サ イ ズ に 応 じ た 新 規 の 「 エ ア バ ッ グ 展 開 制 御 」 に つ き 、 図 １ ～ 図 １ １ と 併
せ て 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ の 例 の み を 用 い て 説 明 し た が 、 も ち ろ ん 他 の あ ら ゆ る タ イ プ の エ
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ア バ ッ グ 、 例 え ば 前 部 エ ア バ ッ グ 、 運 転 席 エ ア バ ッ グ 、 助 手 席 エ ア バ ッ グ 、 ド ア の 内 蔵 エ
ア バ ッ グ シ ス テ ム 、 頭 部 － 胸 部 エ ア バ ッ グ 、 頭 部 サ イ ド エ ア バ ッ グ 、 膝 バ ッ グ 、 骨 盤 バ ッ
グ 、 後 部 衝 突 エ ア バ ッ グ 等 に 用 い ら れ る エ ア バ ッ グ の 膨 張 動 作 の 制 御 も 、 乗 員 の ボ デ ィ サ
イ ズ 、 例 え ば 肩 の 高 さ に 応 じ て 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 被 覆 部 材 の 付 い て い な い 流 出 開 口 部 を 有 す る 本 発 明 に 係 る 乗 員 保 護 装 置 の 第 １ 実
施 形 態 を 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 、 被 覆 部 材 の 付 い て い な い 流 出 開 口 部 を 有 す る 本 発 明 に 係 る 乗 員 保 護 装 置
の 第 １ 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 図 ３ 】 同 じ く 、 被 覆 部 材 の 付 い て い な い 流 出 開 口 部 を 有 す る 本 発 明 に 係 る 乗 員 保 護 装 置
の 第 １ 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 図 ４ 】 被 覆 部 材 の 付 い た 流 出 開 口 部 を 有 す る 本 発 明 に 係 る 乗 員 保 護 装 置 の 第 ２ 実 施 形 態
を 示 し て い る 。
【 図 ５ 】 同 じ く 、 被 覆 部 材 の 付 い た 流 出 開 口 部 を 有 す る 本 発 明 に 係 る 乗 員 保 護 装 置 の 第 ２
実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 図 ６ 】 同 じ く 、 被 覆 部 材 の 付 い た 流 出 開 口 部 を 有 す る 本 発 明 に 係 る 乗 員 保 護 装 置 の 第 ２
実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 図 ７ 】 同 じ く 、 被 覆 部 材 の 付 い た 流 出 開 口 部 を 有 す る 本 発 明 に 係 る 乗 員 保 護 装 置 の 第 ２
実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 図 ８ 】 サ イ ド エ ア バ ッ グ の ２ つ の チ ャ ン バ 間 に 越 流 開 口 部 を 有 す る 本 発 明 に 係 る 乗 員 保
護 装 置 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 図 ９ 】 同 じ く 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ の ２ つ の チ ャ ン バ 間 に 越 流 開 口 部 を 有 す る 本 発 明 に 係
る 乗 員 保 護 装 置 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 図 １ ０ 】 同 じ く 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ の ２ つ の チ ャ ン バ 間 に 越 流 開 口 部 を 有 す る 本 発 明 に
係 る 乗 員 保 護 装 置 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 図 １ １ 】 同 じ く 、 サ イ ド エ ア バ ッ グ の ２ つ の チ ャ ン バ 間 に 越 流 開 口 部 を 有 す る 本 発 明 に
係 る 乗 員 保 護 装 置 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
１ ０ 　 　 サ イ ド エ ア バ ッ グ
２ ０ 　 　 乗 員 保 護 装 置
３ ０ 　 　 乗 員
３ ０ ’ 　 小 さ い 乗 員
３ ０ ” 　 大 き い 乗 員
４ ０ 　 　 車 体 壁 部
５ ０ 　 　 流 出 開 口 部
５ ５ 　 　 肩 部
６ ０ 　 　 被 覆 部 材
７ ０ 　 　 ガ ス 流
８ ０ 　 　 流 出 路
１ ０ ０ 　 頭 部 チ ャ ン バ
１ １ ０ 　 胸 部 チ ャ ン バ
１ ３ ０ 　 越 流 開 口 部
１ ４ ０ 　 タ ッ ク
１ ５ ０ 　 ガ ス 発 生 装 置
１ ６ ０ 　 ガ ス 流
１ ７ ０ 　 ガ ス 流
H， ｈ 　 肩 の 高 さ
ｈ ’ ， ｈ ” 　 肩 の 高 さ
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ｈ ｇ 　 　 所 定 最 小 サ イ ズ
 

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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